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光

信

芭
蕉
と
佛
教
と
の
關
係
は
、
個
々
の
例
を
拾
う
だ
け
で
も
極
め
て
多
い
。
從

っ
て
私
と
し
て
は
新
し
い
研
究
を
中
心
に
、
佛
教
各
宗
や
特
に
灘
と
の
關
係
若

干
例
を
加
え
つ

概
略
を
護
表
し
た
の
で
あ
る
が
、
紙
数
上
、
芭
蕉
と
無
常
観

に
つ
い
て
概
説
す
る
。

無
常
観
は
佛
教
思
想
の
根
抵
を
な
し
、
背
景
と
な
る
思
想
で
、
そ
れ
は
ま

た
、
佛
教
の
核
心
を
な
す
菩
提
心
と
も
い
わ
れ
る
。
道
元
暉
師
の
學
道
用
心
集

に
も
、
「菩
提
心
と
は
多
名
な
れ
ど
も

二
心
な
り
、
龍
樹
租
師
の
曰
く
、
唯
世

(1
)

間
無
常
を
観
ず
る
心
も
亦
菩
提
心
と
名
く
と
、
然
あ
れ
ば
乃
ち
暫
く
此
心
に
依

り
て
菩
提
心
と
爲
す
可
き
も
の
欺
…
…
古
來
得
道
得
法
の
聖
人
同
塵
の
方
便
あ

り
と
錐
も
未
だ
名
刺
の
邪
念
あ
ら
ず
法
執
す
ら
爾
な
し
況
ん
や
世
執
を
や
、
謂

ゆ
る
菩
提
心
と
は
前
來
云
ふ
所
の
無
常
を
観
ず
る
心
便
ち
是
れ
其
の

一
な
り

…
…
と
あ
る
。」

芭
蕉
の
無
常
観
に
つ
い
て
見
る
に
、
先
ず
幼
少
時
よ
い
仕
え
て
可
愛
が
ら
れ

る
藤
堂
圭
計
良
忠
蝉
吟
の
死
は
、
蕉
の
い
う

「仕
官
懸
命
の
地
」
の
希
望
が
絶

た
れ
た
こ
と
で
、
一
般
に
徳
川
封
建
制
下
で
、
相
手
方
、
反
封
側
の
圭
君
が
出

る
こ
と
は
、
い
わ
ば
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
長
年
の
間
薄
緑
に

甘
ん
じ
つ

忠
實
に
仕
え
、
蝉
吟
が
家
督
を
つ
い
で
自
分
も
適
當
な
緑
を
受
け

て
仕
え
る
た
め
の
、
長
年
の
努
力
も
希
望
も
消
え
た
こ
と
は
、
世
間
無
常
の
観

を
痛
切
に
感
じ
さ
せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
更
に
江
戸
大
火
の
節
に
芭
蕉
庵
も
類

焼

し
、

小
溝

に
ひ
た

つ
て
難
を
逃
れ
た
と

い
わ
れ
る
が
、
蕉

は
そ
の
感
を

一
猶

如
火
宅
L

の
思

い
と
、

法
華
経

の
句
を
引
用

し
て
述

べ
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
た

彼

の
無

常
観

を
更

に
深
め
た
と
思
わ
れ
る
。

天
和

三
年

六
月

の
母
の
死
も
、

故

郷
離
れ

て
遠
き
江
戸

の
地
に
長
く
居
佳
し
て

い
た
蕉

に
と
り
て
は
、

心
に
大
き

く
ひ

ぼ
く

こ
と
で
、

無
常
観
を

よ
り

一
暦
深
め
た
と
考

え
ら
れ
る
。

そ
の
翌
年

野
晒
紀
行

に
放
立

つ
が
、

そ

の
冒
頭

の
句
、

「
野
ざ
ら
し
を
心
に
風

の
し

む

身

か
な
」

に
も
無
常
観

の
深
ま
り
を

し
の
ば
せ
る
も

の
が
あ

る
。

私
は
研
究

に
よ

つ

て
、
野
晒
紀
行

に
お
け
る

「
輝

の
生
成
」
を
圭
張
す
る
も

の
で
あ

る
が
、

そ

の
根
抵

に
あ
る
そ
し

て
巻
頭
句

の

「
野
ざ
ら
し
」
に
見
え
る
無
常
観

と
、
輝

と

の
關
係

は
注

目
す

べ
き
で
あ

ろ
う
。

俳
詣

は
歌
米

の
詩

に
も
影
響

し
、
米
佛

の
I
m
a
g
i
s
mの
運
動
は
俳
譜

が

一

重
要
契
機

と
な

つ
て
い
て
、
I
m
a
g
i
s
m
の
著
者
C
o
f
f
m
a
n
は
ノ
ー
ベ

ル
文
學

賞
受
賞

の
E
l
io
t
の
詩

の
前
奏
曲
集

の
部
分
を
引

い
て
論
じ

て
も

い
る
が
、
前

奏
曲
集

P
r
e
l
u
d

e
s
の
最
彼

の
句
、

「
世
界

は
廻

る
廻

る
-

が

ら

ん

ど
う

の

家
跡
で
、
薪
を
集
め
る
老
婆
の
よ
う
に
。
」
T
h
e
 
w
o
r
l
d
s
 
r
e
v
o
l
v
e
-
l
i
k
e

a
n
c
i
e
n
t
h
e
r
i
n
g
 
f
u
e
l
 
i
n
 
v
a
c
a
n
t
 
l
o
t
s
.
 

と
、

芭
蕉

の

「
の

ざ
ら

し
を
」

の
句
は
、

前
者

が
あ

る
こ

と
が

お

こ
ろ

う

と

の
前
奏
曲

の
最
後

に
、
後
者
が
前
述

の
野
晒
紀
行

の
前
奏

に
あ
る
鮎

と
、
双
方
共

に
無
常
観
的

な

(

2
)

背
景
に
立
つ
鮎
で
類
似
し
て
い
る
。

金
剛
経
と
の
關
係
に
つ
い
て

「奥
細
道
菅
菰
抄
」
に
は
細
道
引
用
書
目

と
し
て
多
大
の
書
が
記
さ
れ
佛
典
も
多
い
が
、
中
に
金
剛
経
が
あ
る
。
學
會
の

獲
表
途
上
に
金
剛
経
に
言
及
し
て
、
そ
れ
程
良
い
経
典
と
思
え
ぬ
旨
の
言
が
、

有
名
學
匠
か
ら
口
頭
で
批
到
的
に
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
琿
宗
の
中
國
五

組
以
來
の
金
剛
経
の
重
親
、
特
に
壇
経
に
よ
れ
ば
六
租
が
金
剛
経
、
浬
藥
経
に

通
じ
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
、
費
柴
生
活
中
金
剛
経
讃
諦
を
聞
い
て
本
意
を
了

-561-



し
た
と
も
い
わ
れ
る
。
日
本
で
も
曹
、
臨
を
問
わ
ず
重
覗
せ
ら
れ
、
「奥
の
細

道
」
に
も
あ
る
蕉
の
蓼
繹
の
師
佛
頂
和
爾
の

「竪
横
の
五
尺
に
た
ら
ぬ
草
の

庵
、む
す
ぶ
も
く
や
し
雨
な
か
り
せ
賦
」
等
に
も
金
剛
経
の
影
響
が
考
え
ら
れ
、

道
元
の
無
所
得
や
前
述
の
學
道
用
心
集
等
に
も
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
思
う

に
、
金
剛
経
の
背
景
を
な
す
痛
烈
な
る
無
常
観
と
無
執
着
の
要
請
は
、
重
要
な

一特
色
で
あ
ろ
う
。
金
剛
経
は
古
來
諸
家
の
愛
翫
し
、
特
に
輝
宗
に
尊
重
せ
ら

れ
來
つ
た
も
の
ゆ
え
に
、
そ
の
各
宗
に
通
ず
る
佛
教
根
本
の
無
常
観
や
、
特
に

南
北
二
宗
の
系
統
の
雇
別
の
歴
史
的
事
實
と
、
哲
學
的
、
深
層
心
理
學
的
研
究

や
、
或
い
は
匠
別
を
離
れ
た
廣
い
立
場
で
、
從
來
の
東
西
洋
の
學
者
の
研
究
の

上
に
、
印
度
學
、
佛
教
學
の
新
研
究
成
果
を
騙
使
し
て
の
新
し
い
研
究
も
必
要

と
考
え
る
。
ま
た
批
到
に
は
、
た
と
え
片
言
隻
句
で
も
具
ハ艦
的
に
な
す
こ
と

が
、
從
來
注
目
、
尊
重
さ
れ
た
も
の
へ
の
禮
義
で
あ
り
、
學
者
や
後
進
へ
の
親

切
と
考
え
る
。
或
い
は
ま
た
、
佛
教
史
上
の
史
的
事
實
と
虚
構
の
問
題
も
、
種

々
の
虚
傭
的
な
も
の
」
指
摘
研
究
の
勢
に
は
敬
意
と
感
謝
の
念
を
感
ず
る
が
、

疑
う
べ
き
は
疑
う
と
し
て
、
そ
の
教
理
閾
明
の
上
か
ら
の
虚
構
と
、
軍
な
る
虚

儒
に
つ
い
て
も
再
考
あ
る
べ
き
で
、
大
に
し
て
は
大
乗
経
典

一
般
の
性
格
や
生

命
の
問
題
と
も
關
係
も
あ
る
こ
と
」
考
え
る
。

へ
き
 

さ
て
芭
蕉
に
は
前
述
の
佛
頂
か
ら
の
影
響
と
共
に

「
笈
の
小
文
」
の
乾
坤
無

佳
同
行
二
人
と
か
、
無
依
の
道
者

(無
依
の
道
人
は
臨
濟
録
等
に
も
見
え
る
)

や
室
手

(
道
元
の
言
は
有
名
。
但
し
白
樂
天
の
迭
張
山
人
編
嵩
陽
に

「長
安
古

來
名
利
地
、
室
手
無
金
行
路
難
」
と
も
あ
る
)
等
に
も
見
ら
れ
る
。
芭
蕉
俳
論

  
 

の
中
核
を
な
す

「
風
雅

の
誠
」

は
、
俳
譜
を

生
み
出

す

本

源

の

ま

こ

と

で
あ

り
、

そ
れ
は
私
意

小
我
を
捨

て
去

つ
て
大

自
然

と

一
髄

と
な

つ
た
と

こ
ろ
に
生

ヘ
ヨ
 

ず
る
嵩
高
な
意
力
で
あ
り

「
造
化
に
し
た
が

ひ
造
化

に
か

へ
れ
」

と
い
,う
も
同

じ
意

で
あ
る
。

「
…
…
翁
曰
く
俳
譜

に
暫

く
も
佳
す

べ

か

ら
ず
。

住
す

る
時

は、

(
6
)

重
し
L
等

の
、
晩
年

に
い
た

っ
て
説
く
蕉

の

「
か

る

み
」

の
俳

論

の
語

句

に

も
、

金
剛
般
若
経

の
影

響
が
伺
え
る
。

芭
蕉
俳
文

の

「
無
常
]

の
語

は
、
佛

の

御
心

に
衆
生

の
憂
き
世
を
見
給
ふ
も
か

」
る
事
に
や
と
、

無
常
迅
速

の
い
そ
が

(7
)

は
し
さ
も
我

が
身

に
か

へ
り
見
ら
れ

て
L
と
か

「
賭
族
邊
土

の
行
脚
、

捨
身
無

常

の
観
念
、

道
路

に
死
な

ん
是
天

の
命
な
り

と
、
氣
力
柳

か
と
り
直
し
、

路
縦

(8
)

横
に
踏
ん
も
、
伊
達
の
大
木
戸
を
越
す
」
等
が
あ
る
。
其
他
無
常
観
を
表
す
語

句
は
多
い
。
私
は
芭
蕉
の
も
の
で
現
在
も
多
く
の
人

々
に
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
て

い
る
句
や
、
日
本
の
各
地
方
で
の
風
物
を
詠
じ
た
句
が
爾
親
し
ま
れ
、
身
近
く

感
じ
て
愛
好
さ
れ
る
根
抵
に
は
無
常
観
と
一
所
不
佳
に
て
放
を
愛
す
清
浄
観
か

ら
く
る
、
土
地
、
人
、
風
物
へ
封
し
て
の
親
し
さ
、
な
つ
か
し
さ
が
あ
る
か
ら

(9
)

と
考

え
て

い
る
。

そ
れ
に
は
、
「
笈

の
小
文
」

に
も
見

え
る

「
西
行

の
和

歌

に

お
け
る
、
宗
祇

の
連
歌

に
お
け

る
、
雪
舟

の
絶

に
お
け
る
、
利
休
が
茶

に
お
け

る
、
其

の
貫
道
す

る
物

は

一
な
り
」

の

「
風
雅

の
誠
」

と
共

に
、
-
茶
道

の

「
一

期

一
會

」
に
通
ず
る
も
の
が
あ

る
と
思
う
。

1
 

大
智
度
論

(
龍
樹
)

三
十

七
菩

提
分
法

の
四
念
虞
の

一
に

「
観
世
間
無

常
あ
り
。

2
 

そ
れ

に
關
し
他
に
も
重
要
類

似

が

あ

る
。

「
宗
教
研
究
」
第

23
同
學

術

大
會
號

の

「
エ
リ
オ

ッ
ト
詩
學
と
芭
蕉

(
鐙
本
)
」
御
参
照

3
 

鹿
島
詣

に

「
(
佛
頂

の
)
今
は
世
を
遁
れ

て
…
…
尋
ね
入
り
て
臥
し
ぬ
。

頗
る
人
を

し
て
深
省
を
獲
せ
し
む

と
吟

じ
け
む
。

し
ば
ら
く
清
浮

の
心
を

得
る
に
似
た
り
。
」
と
あ
る
。

4
 

赤
冊
子
。

5

笈

の
小
文
。

6
 

去
來
、

不
玉
宛
論
會
。

7
 

更
科
紀
行
。

8
 

奥
の
細
道

9
 

野
晒
紀
行
第

一
句
に

つ
ぎ

「
秋
十

と
せ
却
而
江
戸
を

指

す
故

郷
」
(
句

饅
別
様
式
)
。
前
年
母
の
死
と
無

常
観
、

句
饅
別
様
式

の
江
戸

の
地

へ
の

挨
拶
句
-

種

々
の
、
重
暦

イ

メ
ー
ジ
御
参

照
素
堂

の
饅

別

詩

の
序

に

「
老
人

(
芭
蕉
)

常
謂
他
郷
印
吾

郷
」

と
あ
る
。

芭
蕉
と
無
常
観

(
芭
蕉

と
佛
教

1
)
(
鐙

本
)
 

一
一
九
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